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■ 概 要 ■ 
 G は有限群とする．実 G-表現 V, W に対し，滑らかな G-作用を持つホモトピー球面 S で，
その G-不動点が a, b であり，そこでの接空間表現が V, W に同型であるものが存在するとき，
V と W は Smith 同値であると言う．このような S を V, W に対する Smith 球面と呼ぶ．Smith
同値な V, W に対して，V, W の G-不動点集合 V^G, W^G は明らかに (1) V^G = O, W^G = O を
満たす．実 G-表現 V, W に対して，G の任意の Sylow 部分群 P への制限 res_P V, res_P W が
同型であるとき， V と W は P-同型 であると言う．G が特殊な有限群（例えば，非自明な完全
群）であるとき，V, W が (1) を満たし，さらに「 (2) P-同型である」ならば，「V と W が Smith 
同値である」．しかし，一般的には V, W で (1), (2) を満たしているものの Smith 同値ではない
ものが存在する．このため，(1), (2) に更なる条件を加えて，V, W が Smith 同値であるための
十分条件を得たい．そこで「(3) V, W はホモトピー球面上の一不動点作用の接空間表現になる」
場合を考えてみよう．V がホモトピー球面 Σ 上の一不動点作用の接空間表現であるとは，Σ の G-
不動点が唯一点であり，そこでの接空間表現が V であることを意味する．W はホモトピー球面 Ξ 
上の一不動点作用の接空間表現としよう．乱暴に言えば，Σ と Ξ を同変手術して V, W に対す
る Smith 球面を見つけようというアイデアである．(1)～(3) から Smith 同値を導くことができれ
ば理想的であるが，Smith 球面 S の構成には同変手術理論を用いる．このため不動点集合の次元が
ある条件を満たすことが望まれる．G-多様体 M と部分群 P に対して M^P で M の P-不動点集
合を，さらに M^P の一つの連結成分を M(P,s) で表そう．M が 
 
条件： G の任意の素数巾位数の部分群 P，それを真に含む部分群 H，と M(P, s) ⊃ M(H,t) 
を満たす全ての M(P,s) と M(H,t) に対して dim M(P, s) ≧ 2 dim M(H, t)  
 
を満たすとき，M において弱 gap 条件が成り立つと言う．この論文では次の定理を証明した． 
 
定理． V, W が(1)～(3) 及び 「(4) 実 G-表現 U で，素数巾指数の任意の部分群 L に対し U^L = 
O であり，さらに Σ x U と Ξ x U において弱 gap 条件が成り立つものが存在する」を満たす
ならば， V ⊕ U’と W ⊕ U’ (U’= U ⊕ R[G]_L ⊕ ・・・⊕  R[G]_L) は Smith 同値である．ただ
し， R[G]_L = (R{G}-R) - Σ_p (R[G/G^{p}] - R) とする．  
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（2013 年 3 月および 9月認定の卒業論文） 
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